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図 1 文字列 abaababaabaab 中の連









上の長さnの文字列が含む連の平均指数和が、 Es(n， σ) = L~=l L(p， σ)(2p(η ー 2p+ 1)σ-2p ー (2p -1)(η-
2p)σ-2p-l ) となることを示す。ここで、 L(p， σ)は長さpのリンドン文字列の個数である。また、この結果
とすでに知られている連の平均個数から、文字列が含む根が素なスクエアの平均個数が、 Ss(n， σ)=












2dln φ(â)âσdRc(d， σ) 
Rn(η， σ)=1f/"、
Ldln φ(言)σd
ここで、 Rc(n， σ)= 去忍=lLdlp μ(~)δγ (n， σ， p， d)であり、
dr(n， σ， p， d) = f(σ ー伽d吻+n-l if d > kp -n and d 学 o (mod d -2p + n) 



























上にこのアルゴリズムを実装し、約 2 か月の計算を行うことで、これまで、はn= 47までしか知られてい












的に生成し、準同型写像による文字列中の連を数えることで、 φr(α)=αbαC， φr(b) = ααC， φr(C) = α と












第 1 章は序論であり，第 2 章では，準備として論文中で用いる用語や記号について基本的な定







後半では，長さ n の文字列に含まれる連の最大個数 p(n) と最大指数和 σ(n)の解析に取り組ん
でいる.第 5 章では，すべての文字列を検証するのではなく， ρ(n)の値を直接求めるアルゴリズ
ムを提唱している.メビウス関数を巧みに用いたこのアルゴリズムは，探索空間の枝刈りによっ
て高速化されており，これを GPU 上に実装することで ρ(n) を n三66 まで求めることに成功して
いる.既存の手法では n:::;47 までしか求められておらず，大きな進展である.第 6 章では， ρ(n) 
と σ(n)の下界を考察している.まず，連を多く含む文字列を計算機で探索する手法を開発して ρ
(n)の下界を 5 年ぶりに更新した.そしてさらなる観察により，多くの連を含む文字列の系列を生
成する漸化式を見つけ出し，よりよい下界を示している .σ(n)についても，漸化式そのものを計
算機で網羅的に探索することによって新たな下界を導いている.これらの下界は，既存のものを
明確に上回っており高く評価できる.
第 7 章は結論で，成果をまとめ，今後さらに研究を進めるべき課題について明解に述べている.
以上要するに本論文は，文字列の基礎的な構造である繰り返し構造，特に連の数に着目し，そ
の平均値や最大値，最大指数和について深く研究したものであり，文字列学やアルゴ、リズムと計
算量理論を中心に，システム情報科学の発展に寄与するところが少なくない.
よって，本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める.
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